









差別的な意味合いのある発言又は行為を他者に対して繰り返すこと」（刑法典 222-33 条 1 項）
（狭義）のみではなく、「自己又は第三者のために、性的な行為をする現実的又は明白な意思を








































































































ならないと定め（L4121-2 条 7 号）、デクレで労働衛生安全環境委員会（19）に対し、セクシャル・





きが加速するのは、2017 年にエマニュエル・マクロン（24）が第 25 代フランス大統領に就任してか
らのことである。
1　大統領の宣言、行動及び公会計大臣等の通達
　2017 年 11 月 25 日、大統領は公職における性的及び性差別的暴力との闘いにつき、各種の取
組みを行うことを発表した（25）。そして翌 2018 年 3 月 9 日、行動及び公会計大臣、男女平等担当
首相付副大臣、行動及び公会計大臣付副大臣は、他の大臣、州知事、県知事等に向けて次の 3 点
にわたる指針を掲げた通達（26）を発した。













　先のマクロン大統領の発表から数日後の 2017 年 12 月 4 日、ヴィダル高等教育・研究・イノ






成していた諸団体と協力し、2018 年 1 月から 7 月にかけて検討して報告書をまとめた（28）。それに
よれば、作業部会は担当部署の性質、高等教育機関のタイプや規模、直面するトラブルそして戦
略の 4 点に注意を払いながら、5 段階に分けて課題を提示する。
　第 1 段階として、セクシャル・ハラスメントを防止するための対策を練るのは各大学であると
する。どの大学にも一律に適用できるような普遍的なものは存在しないと断じた上で、取組む主
















2008 年から 2017 年までの間に約 20 校がセクシャル・ハラスメントの対策部署を設けた。この
部署と心理社会的リスクの予防を担当する部署との関係から、現状を諸類型に整理する。類型 1




































リ・ディドロ大学、リヨン第 1 大学、ボルドー大学にそれぞれ所属する監修者 3 名、参加者も同














































で先陣を切っているパリ・ディドロ大学の取組みを一瞥する。5 月革命から 2 年後の 1970 年、
セーヌ川沿いにキャンパスを繰り広げるパリ・ディドロ大学が、医学、歯学、理工学などの自然
科学のほか人文科学、社会科学までを教育研究する総合大学として新設された。2 万 5,000 名を








　その推進委員会は運営責任者と研究者 3 名のほか学長、福祉部長を含む運営部署の職員 3 名の
合計 8 名で構成され、平等局は全学を通して全組織と協力し業務を遂行することになる。














る 2014 年 8 月 4 日の法律（43）も支持するほか、EU のトリガー・プロジェクト（44）からも資金援助
を受けている。平等に向かう道筋を示した各種文書や男女平等局の諸研究とも関係する。










































































































































　第 2 に平等を促進する。学生に対しては、1 年生約 2,500 名に各半日をかけて全 15 日間、男女
平等局が数値を示して差別に関するオリエンテーションを行う。ただ、今期は説明できなかった
学生群がでてしまった。健康系の学部については 2 年生に対して行う。2 年生から修士課程まで
の学生に対しては演劇や映像等を活用し、平等と不平等それにハラスメントについても目で見て
わかるように説明をしている。2019 年 11 月 25 日にはサイバー・ハラスメントについて説明す
る準備をしている。博士課程の学生に対しては、女子学生と論文指導をする教授との関係につい
て、また同性愛者の男子学生と教授との関係について、そのセクシャル・ハラスメント対策を行
う。4 年前に冊子を作った。現在、2019 年秋に端末を利用して参加できるプロジェクトを 2 つ企
画している。1 つは格差についてのクイズ、もう 1 つはマンガ、どちらも双方向型のものを作っ
ている。学生のみならず教職員の要求にも対応できるような内容のもので、2019 年 10 月、11


















　本学には 16 学部があるが、事務局等も含めると、男女平等局とつながるところは 25 組織にな
る。連絡役はその学部等の委員会を通して選ばれる。40 歳未満の若い人が多く、大半は女性で、
男性は 4 分の 1 くらいにとどまる。連絡役の任期は 4 年間だが、事務職員はローテーションがあ
るので、メンバーは随時、入れ替わっている。新規に連絡役になった者のためには研修がある























　2016 年の初めから 2 つの対策をとっている。1 つは外部委託であり、医師・法律家・福祉担当














でもない。2019 年の前期は 400 ユーロ、年間でも 1,200 ユーロにすぎない。パリ第 3 大学、第





して博士論文を提出した。加害者に対し懲戒処分を下すのは学長だ。2016 年 1 月からこの施設
はあるが、利用者は毎年 5-6 名にすぎず、その 9 割を女性が占め、さらにその半分以上が学生で
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（37） 60 名以上の女子学生が 3 年前より教鞭をとっている 27 歳の男性教員からハラスメントを受けたと
して、大学の運営会議に被害届を出し、さらに裁判所にも訴えた。大学は 2019 年 3 月 26 日付けで当
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（42） 2020 年 1 月 1 日にパリ・デカルト大学と統合しパリ大学になる。パリ大学の学生数は 6 万 1,000 名、










ト大学が統合することにより、2020 年からはパリ大学を中心とした 6 大学と 5 研究機関からなる非
営利団体「ソルボンヌ・パリ・シテ連合」に衣替えをする。














































beingharassedbymale teachersareattacked fordoingso. Studentshavedemandactionandbegan
participatinginuniversitycouncilsinordertoachievepreventionmeasuresagainstsexualharassment.A
fewuniversitieshavedevelopedsexualharassmentguidelines,althoughParisDiderotUniversityhasgone
astep furtherandhasestablishedagenderequalitycenter thatprovides facultyandstudentswith
assistance througha third-partyagency.  Ithasalsoexpanded itssystemtodealwithharassment to
hospitalsthathaveconnectionswithitsmedicalschool.However,somefeelthattheacademicfreedomof
professorshasbecometoorestrictedduetochangesinuniversitypolicythatemphasizegenderequality.
Keywords:France,university,independenceofprofessor,participation,equalitybetweenmenandwomen,
gender,sexualharassment
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